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１．2010年度秋季大会記事
　20�0年度秋季大会は，９月�8日（土）・�9日（日）に東
北地理学会と共催で行われた。以下の通り，研究発表およ
び巡検が行われた。なお，�8日には北海学園大学生協食堂
にて懇親会も催された。
●　研究発表　�8日（土）　　9:30～�6:�0
　　第�会場　自然  ９:30～��:5�，共通 �3:20～�6:�0
　　第2会場　人文  ９:30～�2:02  �3:20～�6:�2
　　全参加者　 58名（東北地理学会のみ28名，北海道地理

学会のみ�8名，両学会�2名）
●　巡検　�9日（日）
　　テーマ：「石狩川中流域地域の開発と産業遺産」
　　コース： ９:00JR札幌駅北口－札幌東部地区の地域開

発－篠津運河（泥炭地開発事業）－月形樺戸
博物館（樺戸集治監）－昼食－炭鉱関連施設
群（炭鉱立坑櫓、炭鉱住宅など）－誘致企業
群（産炭地域開発）－アルテピアッツァ美唄
（野外彫刻美術館）－�6:30JR札幌駅北口

　　案内者： 金森正郎（北海道札幌東高等学校），山下克
彦（北星学園大学），山下亜紀郎（酪農学園
大学），橋本雄一（北海道大学），仁平尊明
（北海道大学）ほか

　　参加者　33名

２．2011年度春季大会記事
　2009年度春季大会は，６月26日（日）に北海学園大学豊
平キャンパス７号館にて開催された。以下の通り，一般研
究発表，公開講演会および総会が行われた。

●　一般研究発表（�0：00～�2：05）
水木　千春（北海道大学・院），平川　一臣（北海道大学），

渡辺　悌二（北海道大学）：北海道日高・十勝地方太平
洋沿岸域における東日本大震災発生時の住民の避難行動
に関する研究

ウィリアム　ジェファーソン（北海道大学・院）：ニセコ
の発展サイクル

金森　正郎（北海道札幌東高等学校）：奨学金の予約採用
化と大学進学機会の地域格差について

川村　壮（北海道大学・院），塩崎　大輔（日立ソフトシ
ステムデザイン株式会社），橋本　雄一（北海道大学）：
札幌市の軟弱地盤地域における都市開発

土井　時久（岩手県立大学名誉教授）：北海道からの飲用
向け生乳等の移出
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●　公開講演会（�3：30～�5：00）
榊原　正文（手稲高校）「北海道のアイヌ語地名」（札幌地

理サークルと共催）

●　総会（�5：�0～�6：00）
・20�0年度事業報告・決算報告・監査報告について
　 　庶務委員会より20�0年度事業報告および決算報告，会

計監査より監査報告がそれぞれあり，いずれも承認され
た。事業報告の内容は，次に挙げる４項目だった。１）
機関誌「地理学論集」第85号を刊行，２）春季大会の開
催（６/28），３）秋季大会（東北地理学会との共催）
の開催（９/�8：研究発表・懇親会，９/�9：巡検「石狩
川中流域地域の開発と産業遺産」），４）第20回「私た
ちの身のまわりの環境地図作品展」（環境地図教育研究
会），「GIS DAY in 北海道 20�0」（酪農学園大学主
催）の後援。なお20�0年度末の会員は，顧問５名，普通
会員�3�名，学生会員29名であった。

20�0年度決算報告（カッコ内は予算額）
（収入）
　　会費 320,500（368,550）　
　　大会補助（東北地理学会） �70,000（�70,000）　
　　雑収入  0（ �0,000）　
　　　　＜会誌販売   0（ �0,000）＞
　　前年度繰越金 ��3,303（��3,303）　
　　計  903,803（96�,853）　

（支出）
　　会誌印刷費   220,000（250,000）　
　　事務費 ��,337（ 30,000）　
　　通信費  39,800（ 60,000）　
　　　　＜学会誌郵送  9,950（ �5,000）＞
　　　　＜大会関係 29,850（ 30,000）＞
　　　　＜その他 0（ �5,000）＞
　　謝礼    0（     0）　
　　秋季大会補助  ���,2��（200,000）　
　　会議費    （  5,000）　
　　予備費    0（��6,853）　
　　次年度繰越金 �85,�52（     0）　
　　計  903,803（96�,853）　
※会誌印刷費は第85号分．
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・20��年度事業計画案・予算案について
　 　庶務委員会より20��年度事業計画と，それに伴う予算

案が提出され，承認された。事業計画案の内容は，次に
挙げる４項目だった。１）機関誌「地理学論集」第86号
を刊行，２）春季大会の開催，３）秋季大会（エクス
カーション）の開催（札幌地理サークルと共催），４）
第2�回「私たちの身のまわりの環境地図作品展」（環境
地図教育研究会）の後援。これに伴う予算案が庶務委員
会より提案・説明され，承認された。

20��年度予算案：
　（収入）
　　会費 368,900　
　　前年度繰越金   �85,�52　
　　計 85�,352　
　※会費収納率70％にて計算．

（支出）
　　会誌印刷費 320,000　
　　事務費  30,000　
　　通信費 60,000　
　　　　＜学会誌郵送  �5,000＞
　　　　＜大会関係  30,000＞ 
　　　　＜その他   �5,000＞
　　謝礼 20,000　
　　秋季大会補助   20,000　
　　会議費  5,000　
　　予備費  399,352　
　　計   85�,352　
※会誌印刷費は第86号分．

・その他
　 　役員会および編集委員会より，機関誌のEジャーナル

化に向けた提案があり，今後，検討を行うことが承認さ
れた。

３．その他
・会員消息（会誌85号掲載以降，敬称略）
　入会： 阿部洋祐（北海道大学大学院環境科学院・院），

天野秀樹（株式会社北電総合設計），大原興丈
（財団法人　北海道農業近代化技術研究セン
ター），小山拓志（明治大学大学院文学研究科・
院），佐々木　達（札幌学院大学経済学部），目
代邦康（財団法人　自然保護助成基金），持田　
誠（帯広百年記念館），William Jefferson（北海
道大学大学院環境科学院・院）

　退会：沼田　武，實　清隆
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北海道地理学会会則

第１条　 本会は北海道地理学会と称する。
第２条　 本会は地理学についての研究を目的と

し，併せて地理教育にも資する。
第３条　本会は前条の目的を達成するため次の事

業を行う。
　　　　研究助成，研究発表，調査，講習，講

演，研究報告書刊行など。
第４条　本会に入会するときは当該年度の会費を

添え申込むものとする。
第５条　会員が退会するときはその旨を本会に通

知すればよい。
第６条　本会に次の役員を置く。
　　　　会長１名，副会長２名，監査２名，幹事

若干名。
第７条　役員のうち会長，副会長，監査は会員の

互選によって決定し，幹事は会長の委嘱
による。

第８条　本会に顧問を置くことができる。顧問
は幹事会の推薦により，総会の承認を得
る。

第９条　総会は毎年１回開催し，予算の決定，役
員の選出，その他の重要事項の審議を行
う。

第�0条　役員会は必要に応じ随時開催する。
第��条　会員は会費年額3,500円を負担する。但

し学生会員は年額2,000円とする。学生
会員は，学部学生，大学院生，研究生な
どとする。

第�2条　本会の事務局は当分札幌に置く。
第�3条　この会則の変更は総会の決議によって行

うものとする。
第��条　会計は４月１日より，翌年３月3�日まで

とする。
第�5条　役員の任期は，７月１日より翌々年６月

30日までの２年とする。

附則
　本会会則は昭和25年�2月�日から実施する。
　会則第5，6，9，��，�2，�5，�6条，第�7回総

会で改正。
　会則��条改正（�98�年6月）。
　会則��条改正（�987年6月）。
　会則��条改正（�993年6月）。
　会則��条改正（�999年6月）。
　会則6，7，9，�3，��条改正（2003年6月）。
　会則�5条削除（2003年6月）。
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投稿規定
１．投稿の資格
  特別の場合を除き，投稿は本学会の会員および顧問に限
る。共著論文の場合は，著者に本学会の会員あるいは顧問
が�名以上含まれていることを投稿の条件とする．

２．原稿の種別・原稿の長さ�
⑴　原稿の種別

  論文，研究ノート，総説，資料，フォーラム，巡検報
告，書評，抄録など．

  論文：地理学・地理教育に関するオリジナルな研究成
果をまとめたもの．

  研究ノート：上記に準じた，研究の中間報告・予報・
短報など．

  総説：国内外の地理学・地理教育および関連分野の研
究動向や諸問題に関して，総括的かつ学術的に論
評，解説，紹介したもの．

  資料：データの発見・発掘など他の研究に資するもの．
  フォーラム：地理学・地理教育に関する提言や紹介

（例：教育現場での取り組みの報告，調査研究の
アイディア提示，国内外研究機関訪問記，紀行な
ど）．

  巡検報告：本会ならびに地理学に関連した学術大会巡
検をまとめ，紹介するもの．

  書評：最近の地理学・地理教育および関連分野の出版
書物の意義および内容を紹介したもの．

  抄録：国内外の地理学・地理教育および関連分野の論
文の内容を要約して紹介したもの．

⑵　原稿の長さ　
 原稿の長さ（図表を含めた刷上がり頁数）は，論文・研
究ノート，総説，資料については原則として�5頁以内とす
る。フォーラムについては�0頁以内，巡検報告については
5頁以内，書評は本文のみで１頁，抄録は本文のみで半頁
とする．超過頁の経費は原則として著者が負担する．

３．原稿の使用言語　
   使用言語は，原則として日本語か英語とし，いずれの言
語の場合も英文および和文のタイトル・著者名・著者所属
先名・�～5語のキーワードを添えること．英文原稿の場合
は�00～800字程度の和文要旨，または800～�200語程度の
英文要旨を添えることができる．また，和文原稿の場合は
800～�200語程度の英文要旨を添えることができる．

４．原稿の採否と編集　
  論文，研究ノート，総説，資料については査読者を選定
し，査読者の意見を参考に編集委員会が原稿の種別と採否
を決定する．内容によっては，図表を含め，査読者の意見
を参考に修正・書き直しを編集委員会が投稿者に依頼し，
その結果により受理を再検討する．受理された原稿は編集
委員会で編集する．フォーラム，巡検報告，書評，抄録に
ついては編集委員会が採否を決定する．

５．原稿の送付と別刷り　
原稿の送付は事務局または編集担当宛とし，原稿送付状を
添付すること．原稿を電子媒体で準備できる場合は，メー
ル添付やCD-ROMでの投稿を推奨する（その場合，原稿
送付状はスキャンして画像ファイルにするか，メール本文
に同内容を記載すること．送信先メールアドレスは次頁を
参照のこと）．紙媒体（郵送）での投稿の場合は，原稿と
図表写真のコピー3部（ただし，写真はオリジナル�部とコ
ピー2部）を送付し，受理決定後に，オリジナルの図表と
電子媒体による完成原稿を送付すること．
  別刷りは，論文，研究ノート，総説，資料，フォーラム
に限る．別刷りの費用は有料（時価）とし，全額を著者負
担とする．

６．原稿の校正　
  初校は原則として著者が行い，その後の校正は編集委員
会で行う．

執筆要領
１．本文
⑴　ワープロで作成する場合は，A�サイズの用紙設定
で，漢字で１行30文字，１頁30行に合わせること．英文の
場合はダブルスペースとし，和文・英文ともにじゅうぶん
なマージンをとること．ワープロによらない場合は，編集
委員会に問い合わせること．論文，研究ノート，総説，資
料，紹介については，和文原稿の場合は，最初の頁の１行
目は日本語タイトルで２行目は欧文タイトル，タイトルの
次の行は和文と欧文著者名で，著者名の末尾の右肩にアス
タリスク（＊）を付し（連名の場合，２番目以降の著者は
その順番の数のアスタリスク），次の行にアスタリスクと
和文・欧文の著者所属先名をつける．英文原稿の場合も，
和文原稿と同様に英文と和文の両方のタイトル，著者名，
所属先名を付けること．

「地理学論集」の投稿規定および執筆要領
（20�0年度より適用）
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⑵　章建て，節建ての数字は以下による．　
　章： I.，II.，III.，IV.，．．．．．
　節： １.，２.，３.，４.，．．．．．
　亜節：⑴，⑵，⑶，⑷，．．．．．．
     　  　a.，b.，c.，d.，．．．．．．
⑶　 人名・地名・学術用語など特別なもの以外は，常用漢

字，新かなづかいを用いること．
⑷　 年号は原則として西暦を使用し，必要があれば和暦な

どは（　）に入れること．　　　　　
　　　　例：�996（平成８）年
⑸　 動植物の学名は，なるべく和名を（　）内に併記し，

イタリック体（アンダーラインを引く）を指定するこ
と．ワープロでイタリック体印字の可能なものは，こ
れで印字すること．

⑹　 巡検報告，書評，抄録の書き方については，最新号の
書き方に従うこと．

２．図・表　
⑴　 図・表のタイトルは写植によるので，図・表の用紙に

は書かず，別紙にまとめて書くこと．番号は図�，図
2，・・・，表�，表2・・・（文中での引用も同様）
とする．図・表の用紙には該当箇所に鉛筆あるいは
ワープロで該当番号のみ記入すること．

⑵　 図については，製版可能にするため，製図ペンなどで墨
入れの図や，モノクロで印刷したパソコン作成の図を原
則とする．カラー印刷の必要がある場合，印刷費用は原
則として著者負担とする。なお，負担額等については，
編集委員会に相談のこと．図は縮小率を考慮して，製
版の際消えるような細かい表現を避けること．不都合な
ものは返却のうえ，投稿者に描き直しを依頼する．

⑶　 そのまま製版する表を付ける場合はスタイルと縮小率
に留意すること．エクセルを使用して作成した表は，
原稿受理決定後はそのままエクセルファイルで提出す
ることができる．なお，表のタイトルは表の上に罫線
の幅以内に写植で付けられる．

⑷　写真は原則として白黒の印刷になる．
⑸　 他の文献等から図を転載する場合は，当該図の版権所

有者（学会・出版社等）から書面で許可を受け，その
コピーを送付すること．

３.�引用・注・参考文献
⑴　本文中の文献の引用は次のようにすること　
　・ 山田（�996）によれば・・・・・　
　・ 山田（�996，p23）によれば・・・（特定の頁を引用
する場合，その頁を示す）
　・ ～である（鈴木，�968，�970；佐藤，�992）
　・  吉岡・松本（�97�）やJones and Smith (�99�) による

と・・・・（２人の場合）
・  齋藤ほか（�986）およびJohnson et al. (�992) は・・・

（３人以上の場合）
⑵　 注は本文中の該当箇所の右肩に，１），２）のように

示すこと．
⑶　 注および文献は論文の本文の末尾に注，参考文献のタ

イトルを付し，この順にまとめて記載すること．文献
は和文のものを先に，著者の五十音順に並べ，欧文
のものはこの後に著者のアルファベット順に並べるこ
と．同じ著者で同一年に複数の文献がある場合は，
引用順に年号の末尾にアルファベットの小文字（a, b, 
c,････）を付する．

  　 単行本，雑誌中の論文などの記載を含め，記載例を以
下に示す．

　　石水照雄（�976）：『計量地理学概説』古今書院．　
　　石 川　勲（�976a）：八幡平表層地温．東北学院大学

論集（歴史学・地理学），７号，73-82．　
　　石 川　勲（�976b）：富士山の夏の表層地温．東北地

理，28，77-82．
　　柴 　三九男（�9�8）：日本経済再建の地理学的方向．

新地理，２（８），8-�7．（通しページ数でなく号
数も必要な場合）　

　　シ ェパード，R．N．編：岡本彬訓・渡辺恵子共訳
（�976）：『多次元尺度構成法I：理論編』共立出
版社．　

　　苫小牧市（�975）：『苫小牧市史（上）』．　
　　 渡辺　光（�956）：海岸地形．富田芳郎編：『自然地

理学』朝倉書店，283-320．　
　　B oyce, R. R. and Clark, W. A. V. (�96�): The concept 

of shape in geography. Geogr. Rev., 5�, 56�-572. （雑
誌の場合，誌名をイタリック体；誌名の略号が定
まっている場合は略記）
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